
商業の地域システム

・商業 … 財貨やサービスを，生産者・
提供者から，需要者・消費者に「流通」
させる経済活動

⇒地域と地域をつないで「システム」
化する活動そのもの

・家庭消費者に販売 ⇒ 小売業

・産業需要者に販売 ⇒ 卸売業

・商業の地域システム

①流通構造の地域システム

②商業の立地システム

③商業集積地の地域構造

④商業集積地間の競合システム
… 「商圏」の構造

・商業と「都市」の密接な関係

・商業が集りやすい場所は，経済立地論的には，
交通ターミナルなどの「アクセス拠点」。それは
「都市」そのもの。

・歴史的にみても，定期市の場所や商人の集
住地が「町場」となり，その多くが今日の都市
や商業地に継承。

・その商勢や商圏の競合関係は，都市の規模分
布や盛衰を規定する条件に。

・流通を担う卸売事業者が，管轄地域の営業拠
点をどこに立地させるかは，その場所（都市）の
人口規模と盛衰に影響を与えてきた。

★地理学者W.Christallerは，都市の本質は地域の
「中心」となることであり，その実体は周辺地域に財や
サービスを提供すること，つまりは商業・サービス機能
の集積地であるとする「中心地理論」を打ち立てた。

自給自足 競合・淘汰

階層的
分化

都市の形成と
階層的分化

・経済活動（交易）が盛んになる
とともに，より有利な地点の場所
に，より多くの商業・サービス機
能が集積して大規模化

⇒地域内の各都市の規模は，
立地点の有利さの程度に応じて，
階層的に分化する。

都市商業都市商業都市商業都市商業のののの

立地分化立地分化立地分化立地分化

・地代支払い力による商業の立地分化
⇒ 中心 … 高級品,専門品,買回り品

周辺 … 日常,安価,最寄品

図
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・その結果としての商業集積地商業集積地商業集積地商業集積地（≒商店街）として

は，3層への分化が経験的に認められてきた。
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商店街のタイプ



歴史的
基盤

芭蕉の辻

・城下町都市の
伝統的商店街
は，藩主から特
定商品の専売
権を許可された
「特権商人街」
や，寺社の門前
町として成立し
たものが多い。

仙台城下
の町割

・鉄道駅の重要性が増すとともに，
商業中心は駅方向にシフト

芭蕉の辻芭蕉の辻芭蕉の辻芭蕉の辻

「業態」
の革新

⇒ 1970年代〜マイカー普及
⇒幹線立地型， 郊外化
⇒ 1990〜大規模化，業態多様化

・1950年代：セルフサービス方式
⇒ 1960年代：チェーンストア

仙台仙台仙台仙台の商業の商業の商業の商業

地類型地類型地類型地類型

根田克彦（根田克彦（根田克彦（根田克彦（1985））））より

・調べた小売業種調べた小売業種調べた小売業種調べた小売業種

第一種大型店，第二種大型店，スーパー，呉

服・服地・寝具，洋服，婦人・子供服，靴・履物，

その他の衣服，酒，食肉，鮮魚，野菜・果実，

菓子・パン，米穀，その他食料品，自動車，自

転車，家具・建具，金物・荒物，陶磁器・ガラス，

家庭用機械器具，医薬・化粧品，燃料，書籍・

文具，写真，時計・眼鏡，その他の小売業，食

堂・料亭，酒場，喫茶店・レストラン，映画館・

遊戯場

・・・・仙台の商店街を仙台の商店街を仙台の商店街を仙台の商店街を

業種構成業種構成業種構成業種構成（下記）にににに

よってよってよってよって類型化類型化類型化類型化。。。。

・・・・1972・・・・81年で年で年で年で比較比較比較比較
し，その間のし，その間のし，その間のし，その間の変化変化変化変化

を検討。を検討。を検討。を検討。

★“副都心副都心副都心副都心””””的的的的

商店街の商店街の商店街の商店街の淘汰淘汰淘汰淘汰

⇒⇒⇒⇒

※八幡町，北仙台，

宮町，河原町，長町

は，かつての買い回

り的商業機能を喪失。

中心商店街の機能分化

業種構成

仙台の中心商店街↓

（2008卒論より）



鈴木安昭
（1994）
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統計における
「商業」の定義

「卸売業」とは … 

… 有体的商品を購入して販売する事業で，
一般に卸売業,小売業といわれるもの。

・小売業または他の卸売業に商品を販売するもの

・産業用使用者に，商品を大量・多額に販売

・業務用に使用される商品（事務用機械及び家具, 病
院, 美容院, レストラン, ホテルなどの設備,産業用機械, 
建設材料など）を販売するもの

・製造業の会社が，別の場所に経営している自己
製品の卸売事業所（主として統括的管理的事務を行っ
ている事業所を除く）。例えば，家電メーカーの支店や
営業所が自己製品を 問屋等に販売している場
合，その支店や営業所は卸売事業所となる。

・商品を卸売し、かつ同種商品の修理を行う事業
所（修理料収入の方が多くても同種商品を販売している
場合は修理業とせず、卸売業とする。）

・他の事業所のための商品売買の代理，あっせん
をするもの。一般に次のように呼ばれている事業所
が含まれる … 卸売商，問屋，商社，貿易商，製造業
者の販売事業所，買継商，仲買人，代理商，農産物
集荷業

・個人用（農林漁家への販売を含む）または家庭
用消費のために商品を販売するもの

・産業用使用者に少額に商品を販売するもの

・商品を販売しかつ同種商品の修理を行う事業所。
※修理料が商品販売額より多い場合でも修理業とせず
小売業とする。 修理を専業としている事業所は修理業。

・自店で製造した商品をその場所で家庭用消費者
に販売する「製造小売」事業所。

例：菓子店、パン屋、弁当屋、豆腐屋、調剤薬局等

・ガソリンスタンド

・主として無店舗販売を行う事業所 （販売する場所
は無店舗であっても、商品の販売活動を行うための拠点
となる事務所などがある訪問販売，通信・カタログ販売事
業所）で、主として個人または家庭用消費者に販売
する事業所

・売店 … 官公庁，会社，工場，団体，遊園地などの
事業所の中にある売店で，当該事業所以外のもの
によって経営される場合には，独立した小売業。

「小売業」とは … 

小売業の分類

・商品の産業分類 ⇒右表：「業種」
・商品の購入形態 … 最寄品（店），
買回り品（店）

・規模
・旧大店法（1974）… 3,000㎡以上：一種，
500㎡以上：二種

・大規模小売店舗立地法（2000.6） …
1,000㎡以上：大規模店舗

・売り方（売られ方） … 「業態」

※商品の購入頻度 … 日買物財，
週買物財，月買物財，年買物財 … 

※商業地域の研究では，個人消費者を
顧客とする飲食店や対個人サービス
（消費者サービス）業も，しばしば「小売
業」とあわせて調査対象とされる。

※日本標準産業分類「小売業」の下位分類

冒頭のほんの一部

以下省略

「業態」の分類

※商業学（鈴木
安昭1994）の分

類とはニュアンス
が違う

（商業統計2007）


